
第210号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、
質
疑
し
ま
し
た

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和７年５月15日

（お知らせ）次の議会だよりは、臨時号を５月22日（木）に発行予定です
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会
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未

来

会

議
德
野
　
　
涼

公

明

党
富
田
　
信
恵

○
議
案
第
６
号

問　

条
例
改
正
の
経
緯
及
び
概
要

を
伺
い
ま
す
。

答　

１
点
目
と
し
て
、
保
険
料
率

改
定
は
、
令
和
５
年
度
決
算
に
お

い
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
い
わ
ゆ

る
赤
字
繰
入
れ
が
約
２
億
１
千
万

円
と
な
り
、
一
般
会
計
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
令
和
６
年
度
時
点
で
、
近
隣

８
市
の
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の

年
間
保
険
料
が
予
算
ベ
ー
ス
で
約

10
万
７
千
円
の
と
こ
ろ
、
本
市
は

約
９
万
３
千
円
で
、
約
１
万
４
千

円
の
差
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案

し
、
年
間
で
約
１
万
２
千
円
の
保

険
料
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

２
点
目
と
し
て
、
保
険
料
の
賦

課
限
度
額
の
引
上
げ
は
、
国
民
健

康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
を
踏
ま

え
、
基
礎
賦
課
限
度
額
に
係
る
限

度
額
を
65
万
円
か
ら
66
万
円
に
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
に

係
る
限
度
額
を
24
万
円
か
ら
26
万

円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
が
、

介
護
納
付
金
賦
課
限
度
額
17
万
円

は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

３
点
目
と
し
て
、
軽
減
判
定
所

得
基
準
の
引
上
げ
も
同
法
施
行
令

の
改
正
を
踏
ま
え
、
５
割
軽
減
の

対
象
世
帯
に
係
る
所
得
判
定
基
準

の
算
定
に
お
い
て
、
被
保
険
者
数

に
乗
ず
べ
き
額
を
29
万
５
千
円
か

ら
30
万
５
千
円
に
引
き
上
げ
、
ま

た
、
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
に
係

る
所
得
判
定
基
準
の
算
定
に
お
い

て
、
被
保
険
者
数
に
乗
ず
べ
き
額

を
54
万
５
千
円
か
ら
56
万
円
に
引

き
上
げ
、
軽
減
対
象
者
の
範
囲
を

拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
７
割
軽
減

の
対
象
世
帯
に
係
る
所
得
判
定
基

○
議
案
第
10
号

問　

改
正
に
至
っ
た
背
景
と
そ
の

概
要
、
今
会
議
で
上
程
す
る
理
由

を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
３
年
、
静
岡
県
熱
海
市

で
大
雨
に
伴
い
盛
土
が
崩
落
し
、

大
規
模
な
土
石
流
災
害
が
発
生
し

た
こ
と
な
ど
、
近
年
の
盛
土
関
係

の
災
害
等
を
踏
ま
え
、
土
地
の
用

途
に
か
か
わ
ら
ず
危
険
な
盛
土
等

を
包
括
的
に
規
制
す
る
た
め
、
宅

地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
、

通
称
盛
土
規
制
法
が
令
和
５
年
５

月
に
施
行
さ
れ
、
千
葉
県
で
は
令

和
７
年
５
月
に
県
内
全
域
で
宅
地

造
成
な
ど
、
工
事
規
制
区
域
の
指

定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
さ
れ
る
区
域
に
お
い
て
は

高
さ
１
ｍ
を
超
え
る
盛
土
や
２
ｍ

を
超
え
る
切
土
な
ど
で
、
い
ず
れ

も
傾
斜
の
角
度
が
30
度
以
上
の
壁

の
場
合
な
ど
、
一
定
規
模
を
超
え

る
盛
土
等
を
行
う
場
合
は
都
道
府

県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

準
の
算
定
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
保
険
料
収
入
へ
の
影
響

額
は
、
１
点
目
の
保
険
料
率
の
引

上
げ
で
は
、
約
２
億
１
千
400
万
円

の
増
、
２
点
目
の
賦
課
限
度
額
の

引
上
げ
で
は
、
約
503
万
円
の
増
の

見
込
み
で
す
が
、
３
点
目
の
軽
減

判
定
分
で
は
、
約
210
万
円
の
減
と

な
る
も
の
の
、
こ
の
費
用
の
４
分

の
３
は
県
か
ら
補
填
さ
れ
ま
す
。

○
議
案
第
11
号

問　

北
千
葉
道
路
沿
線
地
籍
調
査

事
業
の
概
要
及
び
今
後
の
進
め
方

を
伺
い
ま
す
。

答　

地
籍
調
査
は
市
町
村
が
主
体

と
な
り
土
地
の
境
界
や
面
積
を
明

確
に
す
る
た
め
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
実
施
す
る
も
の
で
、
１
筆
ご

と
の
土
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
、

地
番
及
び
地
目
を
調
査
し
、
境
界

や
面
積
に
関
す
る
測
量
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

に
取
り
ま
と
め
る
も
の
で
す
。

　

当
該
調
査
を
北
千
葉
道
路
の
事

業
着
手
前
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

事
業
化
さ
れ
た
際
に
用
地
取
得
ま

で
の
期
間
を
短
縮
で
き
る
こ
と
か

ら
、
国
の
令
和
６
年
度
補
正
予
算

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和

７
年
度
当
初
予
算
か
ら
前
倒
し
で

実
施
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
の
事
業
の
進
め
方
は
、
先

行
し
て
実
施
し
て
い
る
市
川
市
・

松
戸
市
の
事
例
で
は
、
調
査
対
象

全
体
の
区
域
を
数
か
所
に
分
割
し

各
地
区
の
調
査
を
重
複
し
て
行
い

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
３

年
程
度
か
け
て
進
め
る
予
定
と
し

て
い
る
た
め
、
本
市
で
も
同
様
に

進
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

○
議
案
第
９
号

問　

地
域
公
共
交
通
の
対
象
と
、

鎌
ケ
谷
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
が
目
指
す
将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
伺
い
ま
す
。

答　

地
域
公
共
交
通
と
は
、
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
だ
け
で
な
く
、
鉄
道

な
ど
も
含
め
た
全
て
の
交
通
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、
同
協
議

会
で
は
多
様
な
関
係
者
で
協
議
し

○
議
案
第
11
号

問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
本
市
に
寄
附
が
あ
っ
た
理

由
を
伺
い
ま
す
。

答　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

市
外
の
企
業
が
寄
附
を
通
じ
て
地

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
推
進
計
画
に
関
わ
る
事
業
が
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
、
２
者

か
ら
合
計
120
万
円
の
寄
附
を
受
け

た
際
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
み

地
域
公
共
交
通
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公

共
交
通
の
課
題
な
ど
を
事
業
者
、

関
係
者
で
共
有
し
な
が
ら
計
画
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
鎌

ケ
谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
け
る
公
共
交
通
整
備
の
方

針
に
掲
げ
る
人
々
の
暮
ら
し
や
産

業
活
動
を
支
え
る
交
通
体
系
整
備

に
沿
っ
た
計
画
を
策
定
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

方
公
共
団
体
の
行
う
地
方
創
生
の

取
組
を
応
援
し
た
場
合
に
税
制
上

の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
仕
組

み
で
、
国
の
認
め
る
地
域
再
生
計

画
に
掲
げ
る
事
業
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
本
市
の
場
合
、
鎌
ケ
谷
市

ん
な
で
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
応
援
し
た

い
と
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
も
の

で
す
。

立

憲

民

主

党
河
内
　
一
朗

す
。
な
お
、
都
市
計
画
法
第
29
条

の
開
発
許
可
を
受
け
た
工
事
に
限

っ
て
は
盛
土
規
制
法
の
許
可
を
受

け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
盛
土
規

制
法
に
基
づ
く
手
続
規
定
も
適
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
開
発
行
為
の

許
可
権
者
の
本
市
と
盛
土
規
制
法

の
許
可
権
限
者
の
千
葉
県
に
お
い

て
手
続
事
務
の
相
違
が
生
じ
な
い

よ
う
、
新
た
に
権
限
が
移
譲
さ
れ

る
中
間
検
査
等
の
手
数
料
を
徴
収

す
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　

盛
土
規
制
法
の
規
制
開
始
と
な

る
令
和
７
年
５
月
の
施
行
に
伴
い

千
葉
県
で
は
、
令
和
６
年
12
月
定

例
県
議
会
で
千
葉
県
知
事
の
権
限

に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
が
可
決

さ
れ
た
こ
と
で
、
盛
土
規
制
法
に

基
づ
く
中
間
検
査
等
の
権
限
が
千

葉
県
か
ら
本
市
へ
移
譲
さ
れ
る
た

め
、
同
時
期
に
施
行
で
き
る
よ
う

上
程
し
た
も
の
で
す
。

※審議の詳細な内容については、５月下旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

令
和
７
年
度
鎌
ケ
谷
市
一
般
会

計
、
３
特
別
会
計
及
び
１
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
の
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総　

括
〉

問　

市
長
の
予
算
編
成
へ
の
思
い

を
伺
い
ま
す
。

答　

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
が
集
中
し
、
財
政
状
況
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
新
鎌

ケ
谷
駅
周
辺
地
区
を
中
心
と
す
る

市
内
の
開
発
等
に
よ
り
、
子
育
て

世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
等
に

よ
る
大
幅
な
市
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
だ
か
ら
こ
そ
行

う
べ
き
投
資
を
し
て
、
未
来
を
見

据
え
た
街
づ
く
り
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
決
意
を
新
た
に
し
た
う

え
で
、
令
和
７
年
度
予
算
は
、
さ

ら
な
る
行
財
政
改
革
を
行
い
、
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
、
強

い
思
い
で
編
成
し
ま
し
た
。

〈
歳　

入
〉

問　

鎌
ケ
谷
市
財
政
健
全
化
計
画

に
お
け
る
財
政
調
整
基
金
の
数
値

目
標
の
達
成
見
込
み
を
伺
い
ま
す
。

答　

年
度
末
の
残
高
目
標
を
19
億

円
以
上
の
確
保
と
し
て
い
ま
す
が

令
和
６
年
度
末
の
残
高
見
込
み
は

約
15
億
２
千
万
円
で
目
標
達
成
は

難
し
い
状
況
で
す
。
今
後
は
、
各

年
度
の
決
算
を
踏
ま
え
、
財
政
調

整
基
金
の
積
立
て
を
行
う
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

取
崩
し
を
抑
制
す
る
な
ど
段
階
的

な
回
復
を
目
指
し
、
令
和
９
年
度

に
は
、
年
度
末
残
高
19
億
円
を
確

保
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

〈
歳　

出
〉

問　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に

つ
い
て
、
令
和
７
年
度
に
想
定
し

て
い
る
実
施
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
７
年
10
月
か
ら
、
道
野

辺
保
育
園
で
開
始
予
定
で
、
１
日

の
利
用
時
間
等
は
、
平
日
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
間
に

０
歳
児
は
２
人
、
１
歳
児
、
２
歳

児
は
そ
れ
ぞ
れ
４
人
ま
で
を
定
員

と
し
、
利
用
料
金
は
、
１
時
間
当

た
り
300
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
に
当
た
り
、
事
前
に
家
庭

状
況
を
把
握
し
、
子
ど
も
に
と
っ

て
、
安
全
・
安
心
な
保
育
環
境
に

な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

問　

警
防
業
務
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
、
救
急
救
命
士
気
管
挿
管

病
院
実
習
委
託
の
概
要
及
び
気
管

挿
管
認
定
救
急
救
命
士
の
人
数
を

伺
い
ま
す
。

答　

救
急
救
命
士
が
現
場
で
気
管

挿
管
を
行
う
た
め
に
必
要
な
実
習

で
、
麻
酔
科
医
師
の
指
導
の
下
、

気
管
挿
管
を
30
症
例
成
功
さ
せ
た

あ
と
、
千
葉
県
か
ら
気
管
挿
管
認

定
救
急
救
命
士
の
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
認
定
者
は
、
令
和
７
年

２
月
末
現
在
34
人
で
、
昇
任
等
に

よ
り
救
急
隊
か
ら
離
れ
て
し
ま
う

職
員
も
い
る
た
め
、
実
働
救
急
隊

員
は
、
20
人
と
な
り
ま
す
。

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果
議案第１号 令和６年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 賛成多数

議案第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 鎌ケ谷市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
について 原案可決 全会一致

議案第４号 鎌ケ谷市職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決 全会一致

議案第５号 鎌ケ谷市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 原案可決 全会一致

議案第６号 鎌ケ谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数
議案第７号 鎌ケ谷市企業誘致促進条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第８号 鎌ケ谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第９号 鎌ケ谷市地域公共交通活性化協議会条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第10号 鎌ケ谷市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第11号 令和６年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第８号） 原案可決 全会一致
議案第12号 令和６年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果
議案第13号 令和６年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致
議案第14号 令和７年度鎌ケ谷市一般会計予算 原案可決 賛成多数
議案第15号 令和７年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計予算 原案可決 賛成多数
議案第16号 令和７年度鎌ケ谷市介護保険特別会計予算 原案可決 全会一致
議案第17号 令和７年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 全会一致
議案第18号 令和７年度鎌ケ谷市下水道事業会計予算 原案可決 全会一致
議案第19号 総合福祉保健センター分館整備事業請負契約の締結について 同　　意 全会一致

議案第20号 新鎌ケ谷・北初富地区自転車歩行者専用道路整備工事請負変更契
約の締結について 同　　意 全会一致

議案第21号 権利の放棄について 同　　意 全会一致
議案第22号 令和６年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第９号） 原案可決 全会一致
同意案第１号 教育委員会委員の任命について 同　　意 全会一致
諮問第１号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて 適　　任 全会一致
諮問第２号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて 適　　任 全会一致

発議案第１号 鎌ケ谷市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 原案可決 全会一致

発議案第２号 鎌ケ谷市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決 全会一致

令和７年３月会議の審議結果一覧


